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　粕屋町の未来を考えるヒントとして、これまでの様々な取組からみえたキーワード
を活用し、まちづくりを検討していきます 基本計画（案）
まちづくりのポイントとなるキーワード

　粕屋町では「太陽と緑の町」という基本理念のもと、変化するまちの状況や町民
の希望するまちのイメージに沿って、将来像を設定しています

これまでの基本理念・将来像
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未来
成長志向

第1次
総合計画 基本理念 「太陽と緑の町」

第2次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」

将来像 「語らいとふれあいのある町」

第3次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」

将来像 「ゆとりある生活空間都市かすや」

第4次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」「信頼と協働の町」

将来像 「みんなで創ろう ゆとり いきいき ふれあい かすや」

第5次
総合計画

基本理念 「太陽と緑のまち」 「協働でつくる安心のまち」

将来像 「心かよいあう スマイルシティかすや」
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注目すべき社会動向
　近年、時代の急速な変化とともに社会の動向は大きく転換し、粕屋町を取り巻く環境も常に変化し続けています。
　現代社会の変化に柔軟に対応することができる計画策定のために、現在の注目すべき社会動向を整理しました。

※コンパクト・プラス・ネットワーク…人口減少・高齢化が進む中、地域の活力を維持するとともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携した、コンパクトなまちづくり
※Society5 .0…Society1.0（狩猟社会）、2.0（農耕社会）、3.0（工業社会）、4.0（情報社会）に続く新たな社会。AI、IoTなどの新たな技術により、これまでの社会の課題を解決する未来社会
※スマートシティ…IoTやAIなどのデジタル技術を活用して、都市や地域の抱える様々な課題を解決し、持続可能な社会を実現する都市または地域

※クリーンエネルギー…二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスを排出しない、または排出量を抑えたエネルギー
※グリーンテクノロジー…環境への負荷を減らし、持続可能な社会を実現するための技術全般
※ヤングケアラー…本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこども・若者

11

2

3 3

2

人口減少と
少子高齢化への

対応

災害に強い
まちづくり

誰もが
自分らしく
活躍できる
社会の構築

AIの発展と
Society5.0

の実現

6

4

Well-Being
の実現

GXの推進と
脱炭素社会への
移行

日本の総人口は2024（令和6）年10月1日現在、1億2,380万人で、65歳以上人口は29.3％を占めており、医療・介
護負担の増加や経済の縮小が懸念されています。
少子化が加速する中、こども視点で政策を推進する行政機関として2023（令和5）年4月にこども家庭庁が発足
し、一体的な施策を推進しています。
地方では人口減少による地域活力の低下が懸念され、交通ネットワークの整備や拠点地域への都市機能の集積
による持続可能なまちづくりを目指すコンパクト・プラス・ネットワークシティの考え方が広まっています。

近年の気候変動により自然災害の発生頻度は年々増加し、災害リスクは急速に上昇しています。
自助・公助・共助それぞれにおける対策が重要である一方で、今後発生が危惧される地震や豪雨などの大規模災
害が起こった場合、行政の「公助」だけでは限界があることが懸念されています。
一人ひとりが災害を「他人事」ではなく「自分事」として捉え、自らの命を自分で守る「自助」、地域住民で助け合う
「共助」の意識を醸成し、一体となって防災・減災に取り組む地域社会の構築が求められています。

日本のAIシステム市場規模は、2024（令和6）年に前年比56.5%増の1兆3,412億円となり、AI技術の急速な発展
が見込まれています。
近年は文章・画像・音声・動画等を生み出すことができる生成AIが注目を集め、産業分野のみならず、人々の身近
な生活にも浸透してきています。
Society5.0の実現に向けて、デジタル技術やデータの活用で地域に新たな価値を創出するスマートシティの取
組が推進されています。

4 世界の平均気温は2024（令和6）年に観測史上最高となり、甚大な自然災害による被害が更に深刻化することが
懸念されています。日本では、従来の化石エネルギー中心の産業・社会構造からクリーンエネルギー中心への転
換や、2050（令和32）年のカーボンニュートラル達成に向けた具体的な取組が進められています。
地域で温室効果ガスの排出量削減に向けた再生可能エネルギーの導入やグリーンテクノロジーの開発が進み、
持続可能なまちづくりが進められています。
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5 時代の変化に伴うライフスタイルや働き方の多様化が進む中、誰もが自分の望む形で暮らせる社会の構築が重要です。
夫婦共働きの世帯が増加し、2024（令和6）年時点で女性の就業者数は10年前より345万人の増加となりまし
た。育児・介護と仕事の両立や、非正規雇用に関する課題がより一層重要になってきています。
相対的貧困や不登校・ヤングケアラーの増加など、こどもを取り巻く課題も多様化し、一人ひとりの状況に合わせ
た支援や対策が必要です。
障がいのある人が、個人の希望や能力、適性を十分にいかして活躍できる社会の基盤づくりに加え、障がいのあ
る人とともに働くことが当たり前の社会の実現に向けた取組が進められています。

世界保健機関（WHO）は「肉体的・精神的・社会的にすべてが満たされた状態」をウェルビーイング（Well-Being）と表
現し、人々の健康状態や幸福度の重要性を世界に示しました。「物質的な豊かさ」から「実感できる豊かさ」への転換
が世界各地で注目されています。
日本では「デジタル田園都市国家構想」を「心ゆたかな暮らし」と「持続可能な環境・社会・経済」を実現していく構想
であるとし、住民の「暮らしやすさ」と「幸福感」を指標で数値化した地域幸福度（Well-Being）指標がまちづくりに活
用されています。

5
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実施計画 実施計画 実施計画 ※実施計画は計画期間を1年間とし、毎年見直し・策定を行います

1 2

総合計画の策定にあたって

●総合計画とは

　総合計画とは、町の未来の姿をデザインし、それを実現するための取組を示した
町の最上位計画です。これからのまちづくりを進める上で指針となる計画であり、
この総合計画をもとに、町のあらゆる取組が推進されています。

　第6次粕屋町総合計画は「基本構想」「基本計画」の2つから構成されます。
　計画期間については基本構想を2026（令和8）年度から2035（令和17）年度まで
の10年間とし、基本計画を前期5年間、後期5年間とします。

●基本構想
　本町の目指すまちの姿を設定し、計画全体の方向性を示しています。

●基本計画
　基本構想の実現に必要な具体的取組を体系的に示しています。

前 期
2026
R8

2027
R9

2028
R10

2029
R11

2030
R12

後 期
2031
R13

2032
R14

2033
R15

2034
R16

2035
R17

総
合
計
画

計画期間（10年間）

後期基本計画（5年間）前期基本計画（5年間）

基本構想

基本計画

●評価・検証

　実施計画に基づき行った事務事業の評価を実施し、年度ごとにPDCAサイクル
により継続的な見直し・改善に取り組むことで、実効性を確保します。また、事業立
案の際には、統計等を活用した信頼性や客観性の高い証拠に基づくEBPMの考え
方を取り入れます。
　総合計画の実効性を高めるため、計画に掲げる町の目指す姿に対する事務事業
の達成度や妥当性を評価し、その結果を今後の施策の方向性に反映するといっ
た、成果を重視した行政評価の仕組みとすることにより、最適な事業推進・進行管
理を行っていきます。
　また、行政評価委員会による外部評価を実施し、行政の透明性を高めるととも
に、客観的な視点からの評価を踏まえた行政経営を行います。

●総合計画と総合戦略の一体化について

　粕屋町では、地方創生に関する取組を進めるため、総合計画とは別に、まち・ひ
と・しごと創生法に基づき「粕屋町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定してい
ましたが、総合計画と総合戦略は、目指す方向性が同じであるため、第6次総合計
画から、総合戦略を総合計画に統合し、一体的に策定します。

　なお、粕屋町では、基本計画における「重点プロジェクト」を「粕屋町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」として位置付けることとします。

●総合計画と教育大綱の一体化について

　粕屋町では、町の教育行政を推進するため、総合計画とは別に、地方教育行政の
組織及び運営に関する法律第1条の3の規定に基づく「粕屋町教育大綱」を策定し
ていますが、総合計画と教育大綱は、教育行政における目指す方向性が同じである
ため、第6次総合計画から、教育大綱を総合計画に統合し、一体的に策定します。
　なお、基本計画における「教育」「文化・スポーツ」「安全・安心（人権のこと）」の分
野を「粕屋町教育大綱」として位置付けます。

　まちづくりの基本理念やまちの将来像の実現のために、粕屋町の教育指針であ
る「育てよう、心豊かな粕屋の子ども」を継承し、今後も次世代を担うこどもたちの
健全な育成を目指します。

●構成・期間

※PDCAサイクル…「Plan=計画」「Do=実行」「Check=評価」「Action=改善」の4つの段階を繰り返し行うことで、業務を継続的に改善する方法
※EBPM…Evidence Based Policy Makingの略。証拠に基づく政策立案のこと

行政経営マネジメント
（PDCAサイクル）

証拠に基づいた事業立案▶ 総合計画

事業を計画する

事業を改善する

事業を実施する

成果を評価する

計画 実行

改善 評価
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事業を実施する

成果を評価する

計画 実行

改善 評価

P
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n
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n
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k

D
o
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粕屋町の地理的特性

貝塚JCT 福岡IC

都市高速

J
R
鹿
児
島
本
線

JR福北ゆたか線

JR香椎線

博多
駅か
ら5k
m

粕屋町

●面積：14.13平方キロメートル
●位置：福岡県北部、福岡市に隣接、福岡都市圏
●主要鉄道路線：JR福北ゆたか線（篠栗線）、JR香椎線

博多～柚須駅間の平均所要時間 約7分　博多～長者原駅間の平均所要時間 約12分

●主要道路：国道201号、福岡都市高速道路、九州自動車道
●自然環境：駕与丁公園、多々良川、須恵川
●文化財：阿恵官衙遺跡

博多港

天 神
博多駅

福岡
空港

車で約20分 柚須駅

伊賀駅

門松駅

酒殿駅

長者原駅原町駅

バスで約30分

車で約15分

電車で約10分

基
本
計
画
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粕屋町の現状

人口1

●粕屋町の人口は、2023(令和5)年まで増加傾向にありましたが、2024(令和6)年には減少傾向に転じています。
●年齢3区分別にみると、0～14歳の人口比率は減少していますが、15～64歳の人口比率と65歳以上の人口比率は継続的に増加しています。

●粕屋町の社会増減をみると、0～14歳人口の転出超過が最も多く、150～250人程度の社会減が継続しています。
　15～64歳人口は2023(令和5)年に転出超過へと転じた後、2024(令和6)年には再び転入超過となりましたが、
　転入超過数は2022(令和4)年の半分以下となっています。

●自然増減をみると、出生数は2021(令和3)年に一度増加しますがその後は減少が続いています。
　死亡数は2023(令和5)年に380人まで増加し、2024(令和6)年は減少しましたが依然として350人を上回っています。
　自然増減数は一貫して自然増となっていますが、2021(令和3)年以降、増加数が減少しています。

※住民基本台帳人口に基づく人口（3月31日現在） 出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」（期間：1月1日～12月31日） 出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」（期間：1月1日～12月31日）

（人）

（人） （人）50,000
400

300

200

100

0

－100

－200

－300

－400

34,629

4,145
71.2%

24,663

16.8%
12.0%

5,821

2000
H12

37,904

5,014

69.9%

26,483

16.9%
13.2%

6,407

2005
H17

0～14歳 15～64歳 65歳以上 0～14歳 15～64歳 65歳以上 死亡数出生数0～14歳比率 15～64歳比率

42,267

6,139

67.6%

28,579

17.9%

14.5%
7,549

2010
H22

45,201

7,530

64.6%

29,183

18.8%

16.7%
8,488

2015
H27

47,938

8,543

64.1%

30,750

18.0%

17.8%
8,645

2020
R2

48,246

8,628

64.3%

31,046

17.9%

17.8%
8,572

2021
R3

48,592

8,732

64.6%

31,387

18.0%

17.4%
8,473

2022
R4

48,828

8,798

65.0%

31,751

18.0%

17.0%
8,279

2023
R5

48,731

8,875

65.4%

31,863

18.2%

16.4%
7,993

2024
R6

48,431

191

－36

279

－24

－183

275

－44

－145

273

18

－152

－246

－41
－62 －42

108

685

345

△340

567

243

△324

627

320

△307

580

279

△301

575

195

△380

511

153

△358

－204
－261

8,846

66.0%

31,950

18.3%

15.8%
7,635

2025
R7

2019
R1

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2024
R6

800

600

400

200

0

－200

－400

－600
2019
R1

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2024
R6

100%

45,000 90%

40,000 80%

35,000 70%

30,000 60%

25,000 50%

20,000 40%

15,000 30%

10,000 20%

5,000 10%

0 0%

5年ごとの推移 1年ごとの推移
町の社会増減の推移 町の自然増減の推移

65歳以上比率 自然増減数

基
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粕屋町の未来に向けて

粕屋町の未来に向けたあるべき姿や進むべき方向性の指針とするため、基本構想を次のように定めます。

　粕屋町は、第1次総合計画から「太陽と緑の町」を基本理念として掲げ、まちづくりを進めてきました。

　この理念のもと、みんなで築いてきた成果が現在の発展につながっています。

　都市化が進む中、都市と自然が調和したまちづくりを継続しつつ、第6次総合計画から「緑」という言葉に、新たに「環境」という意味を

持たせ、都市と自然が調和し、環境にやさしいまちづくりを行っていくという想いを込めた「太陽と緑のまち」を引き継ぐこととします。　

　さらに、まち全体で未来に向けたまちづくりを進めるという考えを加え、次の二つの基本理念を定めます。

まちづくりの基本理念

まちの将来像

選ばれるまち ずっと住みたくなる場所 かすや

将来像に込めた想い
▼

未来の「かすや」をつくるのは、みんなです。私たちは、将来像の実現をめざします。

太陽と緑のまち

　心温かい人々が、ゆとりある生活空間の中で暮らし、都市と自然の調和
がとれた環境にやさしいまちづくり

みんなでつくる未来のまち

　町民・地域・行政だけでなく、将来粕屋町に移り住む人も含むみんな
で、未来を見据えた前向きなビジョンによるまちづくり

選ばれるまち

　粕屋町は人や企業から選ばれる理由がある魅力あふれるまちです。
　そんな粕屋町の魅力を知ってもらい、10年後、20年後、さらにその先も
選ばれ続けるまちをめざします。

ずっと住みたくなる場所

　以前住んでいた人が帰りたくなり、今住んでいる人やこれから住む人も住
み続けたくなる安全・安心で快適なまちをめざします。
　「場所」は幸せや心地よさを感じられる自分の「居場所」という意味を
込めています。

基
本
構
想
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生活環境2

●粕屋町の住宅土地平均価格は一貫して上昇しています。
　2025(令和7)年には1平方メートルあたり10万円近い水準となっており、2019(令和元)年と比べ約3万円上昇しています。
●粕屋町内のJR駅乗車人員数は2020(令和2)年度に一度新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込むものの、その後はすぐに回復し、
　2024(令和6)年度にはすべての駅で2019(令和元)年度の乗車人員数を上回る結果となりました。地方の公共交通において、
　感染症の影響からの回復が難しい状況にある中、特徴的な傾向であると考えられます。

出典：国土交通省「地価公示」 出典：JR九州「駅別乗車人員上位300駅」

15 16

粕屋町の現状

●

●

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」（期間：2024年1月1日～12月31日）

粕屋町の2024年1年間
の転入・転出数を周辺
市町別にみると、転
入・転出ともに福岡市
が約3分の1を占めてお
り、町の交通ネットワー
クの利便性や住みやす
さなどにより、大都市と
の人口の流動性が高い
町であるといえます。

2024年は転出超過と
なった市町が多く、福
岡市をはじめ、篠栗町、
志免町、須恵町におい
て転出数が転入数を
大きく上回っています。
未就学児がいる世帯が
こどもの就学のタイミ
ングで近隣の市町へ転
出していることが大き
な要因と推察されま
す。

粕屋町

新宮町

転入／＋20

転出／－21

久山町

転入／＋13

転出／－25 篠栗町

転入／＋64

転出／－143

須恵町

転入／＋72

転出／－104

北九州市

転入／＋102

転出／－89

古賀市

転入／＋18

転出／－48

福津市

転入／＋9

転出／－53

飯塚市

転入／＋50

転出／－67

宇美町

転入／＋53

転出／－68 久留米市

転入／＋36

転出／－34

大野城市

転入／＋20

転出／－24

春日市

転入／＋20

転出／－29

志免町

転入／＋94

転出／－157

宗像市

転入／＋24

転出／－25

福岡市

転入／＋907

転出／－920

（円/㎡） （人／日）

120,000 4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

10

9

100,000
8

80,000

6

7

60,000 5

40,000
3

20,000

1

4

2

0 0

平均価格

2019
R1

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2019
R1

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2024
R6

2025
R7

住宅土地平均価格と変動率の推移 粕屋町内のJR駅乗車人員の推移

門松酒殿原町伊賀柚須長者原増加率

町の社会増減の周辺市町別人数

転入 転出

2024年1月1日～
12月31日の転入・転出

転入／＋262 転出／－267

●その他福岡県内

転入／＋1,071 転出／－899

●その他福岡県外

転入／＋2,835 転出／－2,973

●総合計（海外も含む）

66,400

6.1

7.7

71,400

4.2

74,300

5.1

78,000
6.8

83,300 7.3

89,300

7.4

96,000

4,222

3,450

3,142

1,215

1,132
735

557

3,619
3,825

4,223

3,845

1,617

914
1,416

907

2024
R6

4,388

4,165

1,749

990
1,503

951

3,630

1,508

1,303
871

797

3,383

1,334

824

662

1,214

4,069

1,519

1,383
825

673
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参考資料

　粕屋町の未来を考えるヒントとして、これまでの様々な取組からみえたキーワード
を活用し、まちづくりを検討していきます 基本計画（案）
まちづくりのポイントとなるキーワード

　粕屋町では「太陽と緑の町」という基本理念のもと、変化するまちの状況や町民
の希望するまちのイメージに沿って、将来像を設定しています

これまでの基本理念・将来像

安心安らか

安全安心 健康
明るい 幸せ

誇り 選ばれる
交流 粕屋らしさ

利便性 活気
笑顔 発展

こども 子育て
元気 創造

調和 緑 環境
快適さ

自 然

魅力発信 住みよさ

未来
成長志向

第1次
総合計画 基本理念 「太陽と緑の町」

第2次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」

将来像 「語らいとふれあいのある町」

第3次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」

将来像 「ゆとりある生活空間都市かすや」

第4次
総合計画

基本理念 「太陽と緑の町」「信頼と協働の町」

将来像 「みんなで創ろう ゆとり いきいき ふれあい かすや」

第5次
総合計画

基本理念 「太陽と緑のまち」 「協働でつくる安心のまち」

将来像 「心かよいあう スマイルシティかすや」

基
本
構
想

基
本
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